






要旨 学校検尿で発見された小児期発症インスリン非依存型糖尿病(NIDDM)を対象に頻回採

血ブドウ糖静注負荷試験(FSIGT)を実施し、インスリン分泌能・インスリン感受性を

Bergman のミニマル・モデルで解析し、肥満と病態との関連を検討した。その結果、小児

期発症 NIDDMに共通してインスリン抵抗性の関与が示唆され、インスリン抵抗性に対する

インスリン分泌代償機構が非肥満 NIDDM では肥満 NIDDN に比べ、より低下しているために

肥満が軽度にもかかわらず NIDDM を発症していると考えられた。


